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 しょうがつ
正月にどうしておもちを

た

食べるの   

 

●
ほんとう

本当のことは
わ

分からない 

 
しょうがつ

正月におもちを
た

食べるのは、
なんびゃくねん

何百年も
まえ

前からあった
しゅうかん

習慣なのですが、なぜそうなった

のか、ということについては、
ほんとう

本当のことは、
わ

分からないのです。そこで、一つの
せつ

説を
しょう

紹
かい

介

しましょう。 

●お
ぞ う に

雑煮の
はじ

始まり 

  
おおむかし

大昔の
にほんじん

日本人は、
しょうがつ

正月には、
かみさま

神様がおうちにやってくると
しん

信じていました。そこで
おお

大み

そかの
ひ

日には、あしたやってくる
かみさま

神様のために、おもちや
や さ い

野菜、
さかな

魚、
とり

鳥などを
そな

供えたので

す。その
そな

供えものを、
つぎ

次の
ひ

日、つまり１
がつ

月１日に、いっしょににて
た

食べたのが、お
ぞ う に

雑煮の
はじ

始

まりのようです。 

 
かみさま

神様に
そな

供えたものを
た

食べるのは、
かみさま

神様と
おな

同じものを
た

食べて、その
ちから

力を
わ

分けてもらい、１
ねんかん

年間を
しあわ

幸せにすごそう、という
い

意
み

味があるからといわれています。 

 このお
そな

供えものの
なか

中に、なぜ、おもちが
はい

入っているかについても、よく
わ

分かっていません。

しかし、
むかし

昔は
いま

今のように、
た

食べ
もの

物が
ゆた

豊かではありませんでした。
た

食べ
もの

物は、とても
たい

大
せつ

切だ

ったのです。その
なか

中でも、
こめ

米から
つく

作られるおもちは、
にほんじん

日本人にとっては
とく

特に
たいせつ

大切なものだっ

たのでしょう。
とく

特に
たいせつ

大切なものを
かみさま

神様にお
そな

供えして、それを、あとで
た

食べたのだろうといわ

れていま
 

す。（監修・田代  脩） 

 

 

 

 


